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絆で創る , 魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝 早起き ラジオ体操 朝ごはん！

月号8 平成 29 年せとうち
広報

鹿児島県大島郡瀬戸内町 ８月19日（土）～８月20日（日）第37回瀬戸内町みなと祭りi

まちの人口と世帯　平成 29 年 6 月末日現在
人口
9,070 人（前月 +1）　

人口（男）
4,386 人（前月比－3）

人口（女）
4,684 人（前月比 -2）　

世帯数
5,240 戸（前月 +2）　

-25th Anniversary-
第 25 回奄美シーカヤックマラソン IN 加計呂麻大会

今年も夏の始まりを告げる大会がやってきた。



第 25 回奄美シーカヤックマラソン IN 加計呂麻大会
７月２日（日曜日）、大島海峡を舞台に第 25 回奄美シーカヤックマラソン IN 加計呂麻大会が開催されました。

今年は３年ぶりに難コースの嘉鉄沖を含む 36km で、263 艇、409 人がエントリーしました。出漕前に選手の皆さんへ意気込み

を聞いてみました。



3　　広報せとうち

瀬
戸
内
町

清
水　

健
太
さ
ん

　

今
回
３
年
ぶ
り
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
ま
し
た
。

　

最
近
は
島
外
の
方
の
優
勝
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
島
出
身
で
も

１
位
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
示
せ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
海
に
興
味
を
も
っ

て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

東
京
都

上
原　

大
祐
さ
ん

　

普
段
２
人
で
練
習
し
て
い
る
の

で
、
大
勢
の
中
で
漕
ぐ
の
は
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。
き
れ
い
な
海

に
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
は
車
い
す
ユ
ー

ザ
ー
も
参
加
で
き
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
と
楽
し
み
、
競
い

な
が
ら
参
加
し
た
い
で
す
ね
。

奄
美
市

春
山　

恵
一
さ
ん

　

第
１
回
目
か
ら
始
め
て
、
今
年

で
25
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

カ
ヤ
ッ
ク
を
自
作
し
て
、
ラ
イ

バ
ル
で
あ
る
上
田
さ
ん
と
競
い
な

が
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

海
が
大
好
き
な
の
で
、
海
が
近

く
に
あ
り
、
癒
さ
れ
ま
す
ね
。

　

奄
美
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
IN
加
計
呂
麻
大

会
は
、
平
成
５
年
７
月
11
日
に
第
１
回
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
の
参
加
者
は
、
85
艇
、
１
０
０
人
。

そ
れ
か
ら
今
年
で
25
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
第
１
回
目
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し

な
が
ら
選
手
の
皆
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。　

最
初
の
コ
ー
ス
は
１
０
０
キ
ロ
？

　

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
大
会
は
、
国
内
で
の
大
会
が
な

く
、
ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
の
姶
良
や
屋
久
島
在
住
の
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
愛
好
家
の
協
力
を
得
な
が
ら
ル
ー
ル
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

当
初
は
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
開

催
さ
れ
て
い
た
大
会
を
モ
デ
ル
に
、
２
日
間
開
催

さ
れ
る
１
０
０
キ
ロ
の
レ
ー
ス
が
予
定
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
普
及

や
初
心
者
が
参
加
し
や
す
い
大
会
を
目
指
し
、
現

在
の
36
キ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。

船
で
来
る
？

　

奄
美
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
と
い
う
競
技
も
有
名
で

な
か
っ
た
当
時
は
、
宿
の
宿
泊
や
交
通
の
手
配
も

実
行
委
員
会
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
沖
縄
の
選
手
か
ら
「
船
で
き
ま
す

ね
」
と
い
う
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

実
は
、
船
で
な
く
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
漕
ぎ
な
が

ら
来
る
と
い
う
意
味
で
、
沖
縄
か
ら
瀬
戸
内
町
へ

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
漕
ぎ
な
が
ら
大
会
に
参
加
し
た

そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
大
会
も
優
勝
。
す
ご
い
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

大会のおもてなしを支える町民の皆さん

参加者の皆さんからメッセージを頂きました！

古仁屋中学校・古仁屋高校 ホノホシ太鼓・地女連 瀬戸内町体育協会 集落の皆さん
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「
奄
美
・
琉
球
」
を
世
界
自
然
遺
産
へ

　
　
　

架
空
請
求
・
還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
！

■お問合わせ先　瀬戸内町立図書館・郷土館☎０９９７－７２－３７９９
　　　　　　　　奄美野生生物保護センター☎０９９７－５５－８６２０

■お問合わせ先　消費者ホットライン☎１８８
　　　　　　　　商工観光課　消費生活相談窓口☎０９９７－７２－１１１５

世界遺産

詐欺注意

「
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
向
け
た
勉
強
会
に
つ
い
て
」

町
内
で
架
空
請
求
・
還
付
金
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す

　

世
界
自
然
遺
産
せ
と
う
ち
町
推
進
室
で
は
、
世
界
自
然
遺
産

の
Ｐ
Ｒ
と
啓
発
の
た
め
、
国
立
公
園
や
、
世
界
自
然
遺
産
登
録

ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
の
講
話
等
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

西
阿
室
集
落
か
ら
要
望
が
あ
り
、
環
境
省
の
千
葉
康
人
氏
を

講
師
に
、
勉
強
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
自
然
公
園
法
や
国
立
公
園
の
趣
旨
、
奄
美
群
島

国
立
公
園
の
目
指
す
も
の
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
動

き
、
世
界
自
然
遺
産
と
し
て
の
価
値
や
保
全
・
管
理
上
の
課
題

や
活
用
方
策
な
ど
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
事
例

①
法
務
省
管
轄
支
局
民
事

訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
と
明

記
さ
れ
た
、「
総
合
消
費

料
金
に
関
す
る
訴
訟
最
終

告
知
の
お
し
ら
せ
」
の
ハ

ガ
キ
が
届
き
、
裁
判
取
り

下
げ
な
ど
の
相
談
を
持
ち

掛
け
る
詐
欺
。

②
在
籍
の
な
い
役
場
職
員

を
名
乗
り
、「
介
護
保
険

料
の
割
戻
金
が
あ
る
」
と

電
話
を
掛
け
る
詐
欺
。

■
対
処
方
法

①
発
送
元
・
連
絡
先
が
実

在
す
る
裁
判
所
、
業
者
で

あ
る
か
電
話
帳
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

②
案
内
さ
れ
て
い
る
電
話

番
号
に
連
絡
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

③
心
当
た
り
の
な
い
請
求

に
は
応
じ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
民
事
訴
訟
手
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現
在
、
世
界
自
然
遺
産
登

録
へ
向
け
た
勉
強
会
実
施
の

ご
要
望
に
つ
い
て
、
各
地
区

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

勉
強
会
の
ご
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
住
ま
い
の
地

区
の
嘱
託
員
ま
で
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
世
界
自
然
遺
産
や

国
立
公
園
に
関
す
る
質
問
等

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
上
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■お問合わせ先　県庁人権同和対策課☎０９９－２８６－２５７４ 　

８
月
は
人
権
同
和
問
題

　

啓
発
強
調
月
間
で
す

人権啓発
　

県
で
は
、
８
月
を
「
人
権
同
和

問
題
啓
発
強
調
月
間
」
と
定
め
、

こ
の
期
間
中
に
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

に
よ
る
啓
発
放
送
や
新
聞
広
告
な

ど
、
様
々
な
人
権
啓
発
活
動
を
集

中
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者

へ
の
虐
待
、
女
性
、
障
が
い
者
へ

の
差
別
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
が
、
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り

が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏

見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に

向
け
て
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近

な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

※
「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」
が

出
さ
れ
た
昭
和
40
年
８
月
11
日
に

ち
な
み
、本
県
で
は
、８
月
を
「
人

権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

続
き
に
関
す
る
書
類
は
、

特
別
郵
送
で
届
き
ま
す
。

　

特
別
郵
送
は
、
必
ず
書

留
で
届
き
ま
す
の
で
、
ハ

ガ
キ
な
ど
の
普
通
郵
便
で

送
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

た
だ
し
、
正
式
に
郵
送

さ
れ
た
裁
判
所
か
ら
の
支

払
督
促
や
呼
出
状
の
郵
便

物
を
放
置
し
、
対
応
し
な

か
っ
た
場
合
は
、
不
利
益

を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

④
架
空
の
債
権
請
求
は
、

犯
罪
に
該
当
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
警
察
署
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
不
審
な
ハ
ガ
キ
や
電
話

を
受
け
た
ら
、
一
人
で
判

断
せ
ず
、
家
族
や
消
費
生

活
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
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「
児
童
扶
養
手
当
」、「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
」、

「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」
に
つ
い
て

■
児
童
扶
養
手
当

　

ひ
と
り
親
、
及
び
父
又
は
母
が
身
体

な
ど
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
児
童
の
母

又
は
父
、
あ
る
い
は
母
又
は
父
に
か

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

た
だ
し
、
公
的
年
金
等
の
受
給
資
格

が
あ
る
方
で
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手

当
額
よ
り
高
い
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
「
児
童
」
と
は
、
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
、
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
を
い
い

ま
す
。

　

ま
た
、
心
身
に
お
お
む
ね
中
度
以
上

の
障
害
が
あ
る
場
合
は
、
20
歳
未
満
ま

で
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
手
当
支
給
額
（
平
成
29
年
４
月
～
）

①
児
童
１
人
の
と
き

　

月
額
４
２
２
９
０
円
（
一
部
支
給
の

と
き
４
２
２
８
０
円
～
９
９
８
０
円
）

②
児
童
２
人
の
と
き

　

９
９
９
０
円
（
一
部
支
給
の
と
き

９
９
８
０
円
～
５
０
０
０
円
）
を
加
算

③
児
童
３
人
目
以
降

　

１
人
に
つ
き
５
９
９
０
円
（
一
部
支

給
の
と
き
５
９
８
０
円
～
３
０
０
０

円
）
を
加
算

■お問合わせ先　町民生活課　児童母子係☎０９９７ ‐ ７２ ‐ １０６０ 助成制度

■お問合わせ先　社会教育課　生涯学習係　☎０９９７－７２－２９０５ 　
　

平
成
28
年
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
　

自
治
会
懇
話
会
が
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
購
入

宝くじ事業
　

平
成
29
年
１
月
号
の

広
報
せ
と
う
ち
掲
載
記

事
に
誤
り
が
あ
っ
た
た

め
、
お
詫
び
し
て
訂
正

し
、
再
掲
載
し
ま
す
。

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
で
あ
る
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
、
古
仁
屋
市

街
地
自
治
会
懇
話
会
が

「
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
」
を

購
入
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
少
年
の
体
力

及
び
技
術
の
向
上
と
意

識
・
知
識
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す

る
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

派
遣
事
業
な
ど
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
で

「
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
」
が

活
用
さ
れ
ま
す
。

　
「
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
」

の
使
用
を
希
望
す
る
場

合
は
、
古
仁
屋
市
街
地

自
治
会
懇
話
会
の
許
可

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▲トランポリン▲トランポリンの使用風景

■
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
又
は
母
及
び
児

童
と
父
母
の
な
い
児
童
を
対
象
に
、
医

科
・
歯
科
・
眼
科
・
調
剤
薬
局
等
に
て

支
払
っ
た
保
険
診
療
分
の
医
療
費
を
助

成
す
る
制
度
で
す
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に

重
度
又
は
中
度
以
上
の
障
害
を
有
す
る

児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は

母
、
ま
た
は
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
て
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。（
た
だ
し
、児
童
が
、

児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
方

は
該
当
し
ま
せ
ん
）

▼
手
当
支
給
額
（
平
成
29
年
４
月
～
）

①
１
級
月
額
５
１
４
５
０
円

②
２
級
月
額
３
４
２
７
０
円

▼
請
求
手
続
き

　

町
民
生
活
課
に
て
手
続
き
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

添
付
書
類
と
し
て
「
請
求
者
と
児
童

の
戸
籍
謄
本
」「
世
帯
全
員
の
住
民
票

の
写
し
」「
診
断
書
」
等
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

詳
細
に
つ
い
て
は
、
上
記
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

■募集人数
①専任指導員 1 名（要資格　保育士・幼稚園教諭）
②パート補助員 1 名（資格不要）
■勤務日　①専任指導員　　　月曜日～土曜日
　　　　　②パート補助員　　週 2 ～ 3 日以上
　　　　　　（※曜日については、相談の上決定）

古仁屋児童クラブ（学童）の指導員を募集します
■時給・勤務時間
①専任指導員（時給 800 円）月～金曜日午後１時
～午後 6 時半、土曜日午前 8 時～午後 6 時半
②パート補助員（時給 750 円）
午後３時～午後６時 30 分
■ご応募・お問合わせ先
古仁屋児童クラブ（古仁屋小学校敷地内）
担当：福山☎０8 ０－１７４２－７１９５
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生 まれ育った瀬戸内

町で仕事がしたい

と思い役場を志望しまし

た。現在は水道課で各集落

の施設の維持管理などを任

されています。安心・安全

に暮らせるまちづくりに少

しでも貢献できるように頑

張ります。

戸 籍 住 民 係 で

住 民 票 や 戸

籍の発行を担当して

います。

大変な時もあります

が、「 あ り が と う 」

と言われると嬉しい

と同時にもっと頑張

らないと！という気

持ちになります。

水道課技師補
阿部　幹太

保健福祉課保健師
山畑　あや

町民生活課主事補
堀江　美彩

29 年度採用 29 年度採用 26 年度採用 新 規 採用時には高

齢者の担当とし

て、現在は赤ちゃんやお

母さんを支える活動をし

ています。保健師の業務

は多岐にわたりますが、

地域の健康・くらしを支

える活動にとてもやりが

いを感じています。

■受付方法と採用試験日程

平成 29 年 7 月 24 日（月）から役場２階総務課人事行政係窓口及び町ホームページで配布する「瀬戸内町職員採用試験申込書」

を使用し、土日祝日を除く平成 29 年 7 月 24 日（月）から平成 29 年 8 月 16 日（水）の 8 時 30 分～ 17 時 15 分に総務課

人事行政係へ提出してください。（郵送の場合は、平成 29 年 8 月 16 日（水）までの消印のあるものに限り受付けます）

▼第１次試験　日程：平成 29 年９月 17 日（日）　場所：瀬戸内町役場４階会議室　試験内容： 教養試験及び職場適応性検査

▼第２次試験（第１時試験合格者に個別通知）　日程：平成 29 年 10 月下旬　場所：瀬戸内町役場４階会議室

試験内容：作文試験及び口述試験

■最終合格発表　平成 29 年 11 月中旬予定

■お問合わせ先　総務課　人事行政係☎０９９７－７２－１１１１

平成 30 年度 4 月採用予定　瀬戸内町職員採用候補者試験案内

君のチカラで「まち」を笑顔に。

区分 行政職
職種 一般事務 土木 建築 保育士 保健師

採用予定人員 若干名

受験資格
昭 和 57 年 4 月 2 日
から平成 12 年 4 月 1
日までに生まれた者

昭和 57 年 4 月 2 日以
降生まれた者で、必
要学科を専攻した者
又は経験者

昭和 57 年 4 月 2 日以
降生まれた者で、建
築士の資格を有する
者又は平成 30 年 3 月
31 日までに取得見込
みの者

昭和 57 年 4 月 2 日以
降生まれた者で、保
育士の資格を有する
者又は平成 30 年 3 月
31 日までに取得見込
みの者

昭和 47 年 4 月 2 日以
降生まれた者で、保
健師の資格を有する
者又は平成 30 年 3 月
31 日までに取得見込
みの者

年齢 18 歳～ 35 歳 35 歳まで 35 歳まで 35 歳まで 45 歳まで

区分 医療職 海事職 消防職
職種 看護師 船舶乗務員 消防職員

採用予定人員 若干名

受験資格

昭和 47 年 4 月 2 日以
降生まれた者で、看
護師・准看護師の資
格を有する者又は平
成 30 年 3 月 31 日 ま
でに取得見込みの者

昭 和 47 年 4 月 2 日 以
降生まれた者で、海技
免状（航海・機関）の
資格を有する者又は平
成 30 年 3 月 31 日 ま
でに取得見込みの者

昭和 57 年 4 月 2 日以降
生まれた者で、救急救
命士の資格を有する者
又 は 平 成 30 年 3 月 31
日までに取得見込みの
者

年齢 45 歳まで 45 歳まで 35 歳まで
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■お問合わせ先　町民生活課　国民年金係☎０９９７－７２－１０６０ 　

年
金
コ
ー
ナ
ー

納付期限

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成
30

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保

険
料
は
、
月
額
１
万
６
４
９
０

円
で
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ

ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
利
用
し
て
の
納
付
、
便

利
で
お
得
な
口
座
振
替
が
あ
り

ま
す
。

■
納
付
期
限

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で

に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方
に

対
し
て
、
電
話
、
書
面
、
面
談

に
よ
り
早
期
に
納
め
て
い
た
だ

く
よ
う
案
内
を
お
こ
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

教
育
委
員
会
で
は
、
安
全
・
安
心
な
子
ど
も
の
活
動
拠
点
（
居
場

所
）
を
設
け
、
地
域
の
方
々
の
参
画
を
得
な
が
ら
子
ど
も
達
と
共
に

勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
、
地
域
住
民
と
の
交
流
活
動
な
ど
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
募
集
人
員

　

１
名
（
18
歳
～
65
歳
ま
で
）

　

※
学
歴
、
男
女
、
経
験
不
問

■
業
務
内
容

①
古
仁
屋
・
阿
木
名
子
ど
も
教
室
（
２
教
室
）
に
お
け
る
活
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
企
画
調
整

②
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
発
掘
、
把
握
及
び
派
遣

③
安
全
管
理
人
の
発
掘
、
把
握
及
び
派
遣

④
参
加
申
込
書
の
受
付
及
び
安
全
保
険
加
入
手
続
き
等

■
賃
金
形
態
及
び
労
働
条
件

時
間
給
９
０
０
円

１
日
３
時
間
以
内
、
週
５
日
以
内

月
平
均
労
働
日
数　

20
日

月
平
均
労
働
時
間　

60
時
間

月
平
均
賃
金　

５
万
４
千
円

■
そ
の
他

　

ご
応
募
希
望
の
方
は
、

「
８
月
18
日
（
金
）
午
後
５
時
」
ま
で
に
履
歴
書
を
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

後
日
、
書
類
選
考
の
う
え
、
対
象
者
に
は
面
接
日
時
等
を
連
絡
し

ま
す
。

■お問合わせ先　教育委員会　社会教育課☎０９９７－７２－２９０５

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
募
集

し
ま
す

募集案内

と
、
強
制
徴
収
の
手
続
き

に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、

指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に

納
付
が
無
い
場
合
は
、
延

滞
金
が
課
せ
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
納
付
義
務
の
あ

る
方
（
※
）
の
財
産
を
差

し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
納
付
義
務
の
あ
る
方
は

被
保
険
者
本
人
、
連
帯
し

て
納
付
す
る
義
務
を
負
う

配
偶
者
及
び
世
帯
主
に
な

り
ま
す
。

■
納
付
猶
予
と
免
除

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
免
除
さ
れ
る
制
度

や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
町
民
生
活

課
国
民
年
金
係
窓
口
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

８月１日（火）～８月２９日（火）に、加計呂麻島
の安脚場戦跡公園で発掘調査を行います。調査の一
般公開も予定しております。
　瀬戸内町教育委員会では、瀬戸内町内の戦跡の史
跡指定を目指し、戦跡の調査を行っています。この

加計呂麻安脚場集落にて、戦跡公園内の
発掘調査を行います

発掘調査もその一環で、戦跡の構造等を調べるこ
とが目的です。
　 調 査 期 間 中 の
駐 車 場 は、 公 園
ト イ レ 前 と な り
ま す の で、 ご 協
力 よ ろ し く お 願
いします。
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加
計
呂
麻
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
促
進
す
る
た
め
に
、

参
加
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
使
用
す
る
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

　

２
０
１
７
加
計
呂
麻
島
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
の
参
加
賞
と
し
て
、
選
手
に
贈
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン

■
応
募
資
格　

特
に
あ
り
ま
せ
ん

■
応
募
作
品
の
内
容

①
応
募
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の
。

②
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
、
Ｃ
Ｇ
な
ど
表
現

技
法
・
モ
チ
ー
フ
は
自
由
。　

③
加
計
呂
麻
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
全

国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
、「
加
計

呂
麻
島
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
。

④
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
、
明
る
く
ポ
ッ
プ
な
作
品
。

⑤
親
し
み
の
も
て
る
、
誰
も
が
着
た
く

な
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
。

⑥
作
品
は
、
デ
ザ
イ
ン
と
「
加
計
呂
麻

島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」・「
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ

Ｏ
Ｍ
Ａ　

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｆ　

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｈ

Ｏ
Ｎ
」
の
中
の
文
字
と
組
み
合
わ
せ
た

も
の
を
１
点
と
す
る
。

⑦
プ
リ
ン
ト
面
は
、
背
面
と
す
る
。

■お問合わせ・ご応募先　商工観光課☎０９９７－７２－１１１５
　　　　　　　　　　　　  E-mail：shoukan@town.setouchi.lg.jp 　

　

２
０
１
７
加
計
呂
麻
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す

募集案内

■
応
募
作
品
の
規
定

①
応
募
点
数
の
制
限
な
し
。

②
用
紙
の
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
判
用
紙
を
使

用
す
る
こ
と
。

　

※
た
だ
し
、
用
紙
１
枚
に
１
作
品
と

し
、
作
品
に
デ
ザ
イ
ン
の
説
明
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

③
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
を
作
品
の
裏
面
な
ど
空
い
て
い
る

ス
ペ
ー
ス
に
明
記
し
、
氏
名
に
は
「
ふ

り
が
な
」
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
学
生
は
、
学
校
名
と
学
年
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

④
使
用
す
る
色
は
、
３
色
以
内
。
⑤
採

用
作
品
は
使
用
に
際
し
、
補
正
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

⑥
作
品
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
応
募
作
品
の
著
作
権

　

応
募
作
品
は
、
返
却
し
な
い
も
の
と

し
て
、
採
用
さ
れ
た
著
作
権
は
、
加
計

呂
麻
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局
に
帰

属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

■
賞
金

　

採
用
さ
れ
た
作
品
１
点
に
つ
い
て

は
、
３
万
円
の
賞
金
を
授
与
し
ま
す
。

■
応
募
先

　

作
品
を
商
工
観
光
課
内
「
加
計
呂
麻

島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局
」
に

郵
送
ま
た
は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
８
９
４
‐
１
５
９
２

鹿
児
島
県
大
島
郡
瀬
戸
内
町
古
仁
屋
船

津
23
番
地

■
応
募
締
切
日

　

平
成
29
年
８
月
31
日
（
木
）

　
　

午
後
５
時
（
当
日
消
印
有
効
）

■
採
用
通
知

　

選
考
委
員
会
で
決
定
後
、
採
用
者
に

通
知
し
ま
す
。

■フェリーかけろま乗務員
①募集人数　若干名
②対象　長期就労が可能な方
※船員経験者、海技士免状資格者優遇。
■フェリーかけろま臨時切符販売所管理人
①募集人数　若干名　②業務　乗船券販売等
③場所　古仁屋 A コープ横

船舶乗務員及び臨時切符販売所管理人を募集します

※ご応募希望の方は、下記お問い合せまで電話
連絡の上、履歴書をご郵送ください。

■ご応募・お問い合わせ
瀬戸内町古仁屋大湊 26- 4 - 2 F（ 海 の 駅 ）
商工観光課　船舶交通係
☎０９９７－７２－４５６０

■ 2016 マラソン大会のデザイン
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■お問合わせ先　 農業委員会☎０９９７ ‐ ７２ ‐ １１１９

■お問合わせ先　 農業委員会☎０９９７ ‐ ７２ ‐ １１１９

■お問合わせ先　 地域おこし協力隊　泰山　　☎０８０ ‐ ８３６７ ‐ ５９７６

　
　
　

農
地
を
転
用
す
る
と
き
は
、

　
　
　

農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す

　
　

平
成
29
年
度 

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
実
施

　
　

し
ま
す

　
　
　
「
新
鮮
野
菜
は
る
市
」
開
催
！

農地転用

農地調査

新鮮野菜

　

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
に
転
用
す

る
こ
と
を
「
農
地
転
用
」
と
い
い
、
農

地
を
転
用
す
る
場
合
は
、
農
地
法
の
許

可
が
必
要
で
す
。

▼
農
地
以
外
の
例

　

住
宅
・
工
場
等
の
建
物
敷
地
、
資
材

置
場
、
駐
車
場
、
道
路
、
水
路
、
山
林

　

ご
自
分
で
所
有
・
管
理
し
て
い
る
農

地
に
お
い
て
も
、
農
地
転
用
の
許
可
が

必
要
で
す
。

　

こ
の
許
可
制
度
は
、
食
料
の
安
定
供

給
の
基
盤
で
あ
る
優
良
農
地
の
確
保
と

農
業
以
外
の
土
地
利
用
と
の
調
整
を
図

り
、
農
地
転
用
を
農
業
上
の
利
用
に
支

障
が
少
な
い
農
地
に
誘
導
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

許
可
を
受
け
な
い
で
転
用
を
し
た

り
、
許
可
を
受
け
た
通
り
に
転
用
を
し

な
か
っ
た
場
合
は
、
工
事
の
中
止
や
原

状
回
復
等
の
命
令
、
罰
則
が
適
用
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

町
内
の
農
地
及
び
農
地
転
用
に
関
す

る
手
続
き
や
違
反
転
用
の
通
報
な
ど
に

関
し
て
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
上
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

瀬
戸
内
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
第
30
条
の

規
定
に
基
づ
き
毎
年
１
回
、
町
内
の
農
地
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
瀬
戸
内
町
全
域
の
農
地
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
、
左
記
の
要
領
に
よ
り
調
査
を
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
実
施
時
期
・
方
法

平
成
29
年
８
月
・
９
月
・
10
月

　

町
内
を
５
地
区
に
分
け
て
調
査
を
行
う
予
定
で

す
。
詳
細
（
日
時
等
）
に
つ
い
て
は
、
各
嘱
託
員
へ

ご
連
絡
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
西
方
地
区
②
東
方
・
山
郷
地
区
③
請
島
・
与
路
島

地
区

④
鎮
西
地
区
⑤
実
久
地
区

■
実
施
内
容

①
遊
休
農
地
や
違
反
転
用
の
把
握

　

字
図
、
農
地
台
帳
等
に
よ
り
確
認
し
、
現
況
に
つ

い
て
地
区
の
現
地
調
査
や
聞
き
取
り
調
査
の
実
施

①
そ
の
他
営
農
状
況
の
把
握

　

現
在
の
取
り
組
み
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
聞
き
取

り
調
査
の
実
施

※
遊
休
農
地
の
所
有
者
に
対
す
る
指
導
、
通
知
、
公

告
、
勧
告
ま
で
の
手
続
き
は
農
業
委
員
会
が
一
貫
し

て
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

直
売
所
イ
ベ
ン
ト
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
開
催
！

出
店
者
も
募
集
！

　

奄
美
大
島
Ｃ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ゆ
い
わ
～

く
」
の
一
環
で
、
４
月
よ
り
月
１
回
で
開
催
し
て

い
る
、
直
売
所
イ
ベ
ン
ト
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
地
元
の
生
産
者
と
地

元
の
消
費
者
が
直
接
関
わ
り
あ
う
場
作
り
を
行

い
、
住
民
の
絆
づ
く
り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
で
は
、
新
鮮
な
地
元
の

作
物
は
も
ち
ろ
ん
、
加
工
品
や
、
雑
貨
類
も
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
夏
期
の
奄
美
フ
ル
ー
ツ
や
島
地
ビ
ー

ル
も
限
定
数
で
販
売
予
定
で
す
。

■
日
程 　

平
成
29
年
８
月
13
日
（
日
）

■
時
間 　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

 

※
完
売
次
第
、
イ
ベ
ン
ト
終
了

■
開
催
場
所　

Ａ
コ
ー
プ
古
仁
屋
店
近
く
農
協
倉

庫
前
に
テ
ン
ト
を
設
置
し
ま
す

■
出
店
予
定　

畑
農
園
、
叶
農
産
、
上
原
つ
き
あ

げ
店
、
な
の
は
な
園
、
菜
菜
果
園
、
赤
し
ょ
う
び

ん
、
コ
ニ
ヤ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
な
が
む
ら
農

園
、
ふ
や
よ
み
、
奄
美
は
な
は
な
エ
ー
ル
等

■
備
考　

天
候
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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■お問合わせ先　 企画課　情報政策係☎０９９７ ‐ ７２ ‐ １１１２ 　
　
「
あ
な
た
の
力
を
ま
ち
の
未
来
へ
」
統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

募集案内
　

瀬
戸
内
町
で
は
、
国
や
県
が
実
施
す
る

様
々
な
統
計
調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ

く
、
統
計
調
査
員
の
登
録
希
望
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

各
種
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
る
際
に

は
、
登
録
者
へ
町
か
ら
調
査
員
活
動
を
依

頼
し
ま
す
。

■
統
計
と
は
？

　

統
計
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
話
題

で
目
に
す
る
機
会
が
あ
る
く
ら
い
で
、
普

段
の
生
活
で
は
、
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い

も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、少
子
高
齢
化
の
予
測
や
経
済
、

環
境
、
雇
用
、
働
き
方
、
中
小
企
業
、
男

女
共
同
参
画
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
各
種
施

策
の
企
画
・
立
案
の
基
礎
資
料
と
し
て
用

い
ら
れ
て
お
り
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。

■
統
計
調
査
員
と
は
？

　

国
や
県
か
ら
非
常
勤
の
公
務
員
と
し
て

任
命
さ
れ
、
統
計
法
な
ど
の
法
律
に
基
づ

き
、
各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
統
計
調
査
の
説
明
会
に

出
席
後
、
調
査
対
象
と
な
る
世
帯
・
商
店
・

会
社
な
ど
を
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
布
す

る
と
と
も
に
、
調
査
票
に
正
し
く
記
入
し

て
頂
け
る
よ
う
、
調
査
の
趣
旨
や
内
容
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
記
入

さ
れ
た
調
査
票
の
回
収
、
点
検
及
び
整

理
等
を
行
い
ま
す
。

■
調
査
員
の
報
酬

　

国
の
基
準
に
よ
り
、
調
査
活
動
に
応

じ
て
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
就
業
構
造
調
査
の
場
合
４
１
１
８
０

円
（
報
酬
、
交
通
費
、
電
話
料
含
む
）

■
登
録
資
格

　

以
下
の
事
項
を
全
て
満
た
す
方
の

み
、
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
町
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
健
康
な
方

②
責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
行
う
こ

と
が
出
来
る
方

③
調
査
で
知
り
得
た
こ
と
な
ど
の
秘
密

を
守
る
こ
と
の
出
来
る
方

④
選
挙
、
税
務
及
び
警
察
に
直
接
関
係

の
な
い
方

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
方
、
及
び
密
接
な

関
係
を
持
た
な
い
方

■
応
募
方
法

　

随
時
応
募
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
上
記
お
問
合
せ
先
へ
、
ご

連
絡
を
い
た
だ
い
た
後
、
役
場
２
階
企

画
課
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
簡
単
な
面

接
後
に
「
統
計
調
査
員
登
録
申
込
書
」

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■お問合わせ先　 難病相談・支援センター　相談課永山☎０９９ ‐ ２１８ ‐ ３１３３
　
　

難
病
巡
回
相
談
が
開
催

　
　

さ
れ
ま
す

難病相談
　

難
病
の
患
者
及
び
家
族
等
の
療
養

上
、
日
常
生
活
上
で
の
悩
み
や
不
安

等
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
難
病

に
つ
い
て
広
く
周
知
し
、
在
宅
で
の

療
養
生
活
の
改
善
に
向
け
て
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
無
料
の
難
病
巡
回

相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　

平
成
29
年
８
月
18
日
（
金
曜
日
）

　

午
後
12
時
45
分
～
午
後
３
時

■
場
所

　

大
島
支
庁
本
館
４
階
会
議
室

■
対
象
者　

名
瀬
保
健
所
管
内
の
難

病
患
者
・
家
族
、
関
係
者

■
対
象
疾
患

　

腎
・
泌
尿
器
系
疾
患
全
般

■
内
容

①
受
付

　

午
後
12
時
45
分
～
午
後
１
時

②
講
話
「
腎
・
泌
尿
器
系
疾
患
と
の

付
き
合
い
方
（
仮
題
）」

③
講
師

鹿
児
島
大
学
病
院　

徳
永
公
紀
先
生

④
交
流
会
（
質
疑
応
答
含
む
）

　

午
後
２
時
～
午
後
２
時
50
分

■
申
込
締
切　

平
成
29
年
８
月
11
日

（
金
曜
日
）
ま
で
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　暑い日が続きます。子供たちは夏休みを満喫していることと思います。
さて、来年度４月から、小学校は「新しい教科　道徳」が本格的に実施されます。中学校は再来年度か
らです。今回は、「新しい教科道徳」についてお話をします。
　文部科学省が道徳教育を改善しようとしていますが、この議論の発端は、いじめの問題への対応です。
児童・生徒がいじめ等の困難な問題に主体的に対処することのできる力を育成していく必要性から、道
徳教育の改善の一つとして「道徳の教科化」がはじまります。

　子供たちは「いじめ」だけでなく友達とのトラブルや思いを叶えられなかったときの悲しみや苦しみ、
けがや病気、家族の問題等、たくさんの試練を乗り越えながら「生きる力」を身に付けていかなければ
なりません。良識のある大人だったら、豊富な経験があり上手に試練を乗り越えられますが、小中学生
は大人と違って生活経験が乏しく、必ずしも正しい行動をとれるものではありません。
　そこで、道徳の時間に、「自立した一人の人間として他者と共によりよく生きるためにどのように行
動していくことがよりよい生き方なのか」を学ぶわけです。でも、自分一人で考えるだけでなく、自分
以外の友達や周りの人々の意見や考え（場合によっては自分と対立する意見や考え）を聞いて、「○○
さんの考えは自分になかった考えだ！」とか「自分の考えより○○さんの考えがいいかも！」と、さら
によりよい生き方に気付いていくわけです。（当然、生き方の答えは「１つ」ではありません）コンピュー
タゲームで主人公が冒険をしながらいろいろな「アイテム」を身に付けて「無敵」になっていくような
ものです。
　このように子供たちが「新しい教科道徳」の時間に友達や先生方と生き方を考え、議論していくよう
になれば、「GOOD!!」ですが、現実はなかなかそういきません。なぜかというと、生活経験の少ない子
供たちはなかなか上手に「議論」ができないのです。生き方を「議論」することの経験も表現力も大人
に比べ未熟なのです。
　そこでお願いです。子供たちがよりよい生き方を「議論」できるように、ご家庭では食事時間や団ら
んの時間に、地域の方々は行事等の機会に、大人が「子供たちの聞き役」になってください。「へ～っ。
そんなことがあったの！それで、そのときどんな気持ち
だった？」とか「周りの人はどんな感じだった？」「そ
の後でどんなことを思ったの？」と、聞き役の大人がそ
のときの様子や気持ち等を引き出してあげることで、「あ
のとき自分はあのようにした。考えた。感じた。」等の
記憶が子供たちの中にどんどん積み重なっていくようで
す。そして、友達や先生と積み重ねてきた記憶を基に「答
えが１つではないよりよい生き方」を「考え、議論」で
きるというわけです。
　” 風が吹くと桶屋が儲かる ” と同じように、” 大人と
の会話が増えると、子供はよりよい生き方を身に付ける
ことができる ” というわけです。

大人が「子供たちの上手な聞き役」に！

新しい教科「道徳」

「結い」 の教育
瀬戸内町教育委員会だより

8月

瀬戸内町教育委員会　教育長　上田 敏也
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みんなの絆｜まちの出来事

　

子
ど
も
達
が
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に

触
れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
、
子
ど
も
ヨ
ッ

ト
教
室
が
阿
鉄
湾
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
中
は
、
大
人
と
子
供
の
ペ
ア

グ
ル
ー
プ
と
子
ど
も
だ
け
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
操
作
練
習
を
行
い
、

そ
の
後
は
油
井
小
島
で
の
海
水
浴
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
す

る
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
ブ
イ

と
ブ
イ
で
挟
ま
れ
た
コ
ー
ス
を
５
艇

で
競
争
し
ま
し
た
。

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
久
慈
集

落
に
建
て
ら
れ
た
、
白
糖
製
造
工
場

跡
の
発
掘
調
査
に
伴
い
、
調
査
現
場

の
一
般
公
開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
外
国
製
の
耐

火
煉
瓦
や
工
場
の
壁
面
材
料
で
あ
る

赤
レ
ン
ガ
が
発
見
さ
れ
、
大
型
の
煙

突
が
あ
っ
た
場
所
と
み
ら
れ
る
遺
構

が
新
た
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
府
岸
和
田
市
か
ら
訪
れ
た
山

岡
さ
ん
は
、「
幕
末
の
南
島
に
関
西

レ
ン
ガ
の
基
と
な
っ
た
レ
ン
ガ
と
同

じ
よ
う
な
レ
ン
ガ
が
あ
る
の
で
、
驚

き
ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

子 ど も ヨ ッ ト 教 室 が
開 催 さ れ ま し た久 慈 白 糖 工 場 跡 が

公 開 さ れ ま し た

6 月 24 日（ 土）海 に 触 れ る6 月 24 日（ 土）歴 史 を 探 る

　

か
な
保
育
園
（
本
多
香
織
園
長
）

の
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
の
園
児
た
ち

12
名
が
、
瀬
戸
内
町
役
場
を
訪
れ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

か
な
保
育
園
は
、
毎
年
図
書
館
や

消
防
署
、
警
察
署
な
ど
町
内
で
働
く

人
た
ち
へ
の
感
謝
を
こ
め
て
訪
問
し

て
お
り
、
今
年
も
園
児
た
ち
か
ら
花

束
と
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
お
く
ら
れ

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
役

場
庁
舎
に
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
あ
た

た
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

か な 保 育 園 の 子 ど も た ち
か ら 素 敵 な プ レ ゼ ン ト

6 月 16 日（金）笑顔あふれる

　

６
月
17
日
～
18
日
に
行
わ
れ
た
、

第
１
回
バ
イ
オ
レ
ー
ラ
カ
ッ
プ
鹿
児

島
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
、
古
仁
屋
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
が
３
位
入
賞
し
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
奄
美

男
子
勢
で
は
４
位
以
内
の
入
賞
は
初

で
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
全
国
大

会
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
鳥
入
夏
樹
さ
ん
は

「
３
位
に
入
賞
で
き
て
う
れ
し
い
。

僕
た
ち
の
目
標
で
あ
る
全
国
大
会
出

場
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
練
習
し
た

い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

古 仁 屋 ミ ニ バ ス が
県 大 会 で ３ 位 に

6 月 17（ 土）～ 18 日（ 日）お め で と う ！
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Events of the town ｜まちの出来事、お寄せください♪　企画課　情報政策係☎ 0997-72-1112

２
０
１
７
年
度
大
島
地
区
中
学
校
総

合
体
育
大
会
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

団
体
で
、
古
仁
屋
中
学
校
テ
ニ
ス
部

（
木
下
茂
明
監
督
、
９
名
）
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
体
調
が
本
調
子
で
な

い
中
で
出
場
し
た
そ
う
で
、
木
下
監

督
は
、「
今
ま
で
辛
い
事
や
苦
し
い

事
を
乗
り
越
え
て
き
た
分
、
精
神
面

で
大
き
く
成
長
で
き
、
勝
て
た
の
で

は
」
と
話
し
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン

の
林
達
誉
さ
ん
は
、「
応
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
県
大
会
で
も
が

ん
ば
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
町
消
防
団（
金
久
修
団
長
）

の
女
性
消
防
団
員
ら
11
名
が
加
計
呂

麻
島
で
防
火
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
に
引
き
続
き
、
３
回
目

の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、
加
計
呂

麻
島
の
俵
、
三
浦
、
知
之
浦
、
木
慈
、

武
名
、
瀬
武
、
薩
川
、
実
久
、
芝
集

落
を
３
つ
の
班
に
分
か
れ
て
訪
問
し

ま
し
た
。

　

火
災
警
報
器
や
ガ
ス
警
報
器
の
起

動
確
認
や
消
火
器
の
有
効
期
限
、
避

難
経
路
の
確
認
な
ど
様
々
な
項
目
を

点
検
し
な
が
ら
、
火
災
予
防
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

古 仁 屋 中 学 校 テ ニ ス 部 が 大
島 地 区 大 会 優 勝 報 告 に

女 性 消 防 団 員 が 防 火
訪 問 を 行 い ま し た

7 月 3 日（ 月）祝 ！ 優 勝

6 月 25 日（ 日）防 災 の ま ち づ く り

　

瀬
戸
内
町
で
初
の
企
業
立
地
協
定

を
、
廃
棄
物
処
理
な
ど
を
行
う
、
里

山
興
業
（
勝
浦
、
里
山
純
高
社
長
）

と
締
結
し
ま
し
た
。

　

里
山
興
業
は
、
木
く
ず
を
活
用
し

た
、
の
り
面
吹
き
付
け
材
の
製
造
や

ガ
ラ
ス
を
粉
砕
し
て
建
設
資
材
に
再

加
工
す
る
計
画
を
立
て
て
お
り
、
一

部
製
造
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

里
山
社
長
は
、「
締
結
第
１
号
と

し
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

企
業
や
若
者
が
起
業
し
た
い
と
思
え

る
よ
う
に
絶
対
に
成
功
さ
せ
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奄
美
島
お
こ
し
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
理
事
長
の
伊
波
興
一

郎
さ
ん
よ
り
、
奄
美
の
相
撲
読
本
、

１
８
０
冊
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

奄
美
の
相
撲
読
本
は
、
Ｂ
５
判
76

ペ
ー
ジ
で
奄
美
の
相
撲
や
沖
縄
、
県

本
土
と
の
違
い
な
ど
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

伊
波
さ
ん
は
「
奄
美
は
日
本
で
一

番
土
俵
が
多
い
島
。
子
ど
も
達
が
相

撲
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
ら
」

と
話
し
ま
し
た
。
本
は
、
町
内
各
学

校
に
配
布
し
、
町
立
図
書
館
に
て
貸

出
す
る
予
定
で
す
。

町 内 初 の 立 地 協 定
を 締 結 し ま し た

奄 美 の 相 撲 読 本 の 寄
贈 が あ り ま し た

6 月 26 日（ 月）企 業 協 定 第 １ 号

6 月 30 日（ 金）あ り が と う ご ざ い ま す
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鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校 

〒894-1508  

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋399番地1 

[TEL]0997-72-0034  [FAX]0997-72-0057 

 http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/koniya/  自主自立  敬愛和協  明朗端正  勤勉誠実 

第４回定期演奏会 

奄美シーカヤックマラソン IN 加計呂麻大会で活躍！ 

大会報告 部活動紹介～ソフトテニス部編～ 

６月11日（日）に吹奏楽部が，本校体育館で第４回定期演奏会を開催しました。15人の部員がアンコールを含め11曲を演

奏しました。アンサンブルをしたり，有志職員と共演したりと，趣向を凝らしたパフォーマンスを披露しました。本校生徒や

職員，保護者以外にも地域の多くの方々に御来場いただき，とても盛り上がった演奏会になりました。また楽器運搬代金等の

ための募金を呼びかけたところ，多くの方に御協力いただきました。誠にありがとうございました。 

第１回全九州高等学校総合文化祭沖縄大会 

３年 重山 葵 優秀賞 

第99回全国高校野球選手権鹿児島大会 

古仁屋 0 - 7 加治木工業 

 

７月31 日（月） 

古仁屋高校体験入学 

13：00～16：40 

ソフトテニス部は１年生７人，２年生６人の計13人で 

日々練習に励んでいます。新入部員が７人と多かったこ 

ともあり充実した練習が行えています。 

５月の高校総体県予選では，団体戦・個人戦ともに初戦敗退という

悔しい結果に終わりました。そのときの反省をもとに，現在徹底的に

基礎練習を行っています。また活気のある部を目指し練習の終わりに

大きな声で校歌練習をするなど新しい取組も始めました。 

９月の地区大会，11月の県新人戦での初戦突破を目標に部員全員で

切磋琢磨しな 

がら一生懸命 

練習に励みた 

いと思います。 

応援よろしく 

お願いします。 

シーカヤックマラソン大会で多くの生徒がボランティア活動に参加しま

した。艇の運搬や飲食物の給仕，書道部によるメッセージなどで選手たち

を応援しました。また，後夜祭ではフラダンスや太鼓で選手や観光客の皆

さんをもてなしました。 

←ハーフシーカヤ

ック混合タンデム

の部優勝 

３年 山畑 海勝 

（右） 
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戸
籍
の
窓

　
　

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　　
　
　
【
保
護
者
】　
【
住
所
】

　

叶　
　

凜り

愛あ　
　
　

幸
桐　
　
　

篠
川

　

斉
藤　

希き

咲せ
き　

　
　

慎
也　
　
　

古
仁
屋

　

時
田　

季き

朋ほ　
　
　

健
太　
　
　

手
安

　

葉
糸　

然ぜ
ん

一い
ち　

　
　

宏
亮　
　
　

古
仁
屋

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す　

　
【
名
前
】　　
　
　
【
年
齢
】　　
【
本
籍
】

　

牧　
　

キ
ヨ
子　
　

94　
　
　
　

秋
徳

　

積
原　

ト
シ　
　
　

100　
　
　
　

木
慈

　

盛
山　

ト
シ
子　
　

87　
　
　
　

網
野
子

　

森　
　

カ
ズ
エ　
　

85　
　
　
　

押
角

　

増
山　

菊
枝　
　
　

94　
　
　
　

勝
能

　

東
原　

寅
二　
　
　

74　
　
　
　

古
仁
屋　

　

勝　

ミ
ツ
エ　
　
　

95　
　
　
　

古
志

　

円
山　

光
正　
　
　

64　
　
　
　

古
仁
屋

　

德　
　

美
香
子　
　

85　
　
　
　

諸
鈍

　

屋
島　

秀
夫　
　
　

99　
　
　
　

古
仁
屋

　

渡　
　

シ
ヅ
エ　
　

92　
　
　
　

押
角

　

宮
原　

壽
美
子　
　

65　
　
　
　

西
古
見

　

岡
本　

正
則　
　
　

98　
　
　
　

芝　

平
成
29
年
６
月
分

　

香
典
返
し
と
し
て
社
協
へ

　
【
遺
族
】　　
　
　
【
故
人
】　　
【
住
所
】　　
　
　

　

牧　
　

浩
造　
　

キ
ヨ
子　
　
　

秋
徳

　

三
浦　

傳
代　
　

忍　
　
　
　
　

春
日

　

森
岡　

恵
美　
　

純
市　
　
　
　

大
湊

　

円
山　

次
美　
　

光
正　
　
　
　

清
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
計
金
７
万
円
也

　
　
　

広
報
紙
郵
送
料
寄
付

　
【
氏
名
】　　
　
　
【
住
所
】

　

多
島　

恭
二　
　

愛
知
県

　

保　
　

章
吾　
　

東
京
都

　

保　
　

達
男　
　

千
葉
県

　

嘉
納　

喜
浩　
　

神
奈
川
県

　

佐
藤　

成
就　
　

大
分
県

　

深
見　

幸
栄　
　

石
川
県

　

匿
名　
　
　
　
　

大
阪
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
計
金
４
万
円
也

　
　
　

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

司法書士による法律相談会（無料）のご案内
与路公民館　8月12日（土）午前９時～午後３時

コーラルタウン集会所　８月17日（木）午前10時～午後１時

※本相談会での直接受託は原則行いません。

【お問い合わせ先】主催：瀬戸内町商工会青年部　

☎０９９７－７２－０１４７（担当：梶ヶ山）

広告

戸
籍
の
窓
は
、
６
月
に
届
け
ら
れ
た
分
の
う
ち
、
希
望
者
の
み
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

水のトラブルすぐに解決！
瀬　戸　内　町　指　定　水　道　工　事　店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事 ( 水洗トイレ )

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲　瀬　戸　内　ビ　ル　シ　ス　テ　ム
瀬久井  ０９０－２５１５－５９２８

私たちが提供する

大切な方の事を考える大切な時間

経済的ご負担が軽くてすむ

「家族葬」を提案いたします。

家族葬
●管理費（年間）

15,000 円～ 35,000 円

●いつでもお参りが

できます。

場所：瀬久井

共同納骨堂

24時間受付・ご相談下さい。 早川福祉葬祭 72－ 4000・4444

自然環境の悪い今日
高い所のお墓やお墓参りの
困難な方々のために
ご先祖様のお骨の管理を
当社がお引受け致します。

事務所　☎　72-3973　　　☎　72-3714　　　☎　72-0754

快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト
・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理

・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
　　　　　　代表取締役　牧　　学

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

収　集　運　搬
１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い
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「チームせとうち」郷友会レポート
東京瀬戸内会総会・懇親会開催｜総勢350名参加で盛り上がり

保芳男さんと曻清隆さんが叙勲受賞｜おめでどうこざいます

6 月 24 日（土曜日）品川区立総合区民会館「きゅりあん」にて
第 93 回東京瀬戸内会総会・懇親会が行われました。昇三治会長
は挨拶で「奄美群島が国立公園に指定され、来年の世界自然遺産
登録に向け、最近、よくシマが注目を集めている。メディア（TV）
への露出を追い風に知名度のアップが期待される」と述べられて
いました。
　また、新会長に就任した山田幸一郎さんは挨拶で「一世会員の
高齢化から会員数が減少する中、2 年前から新極真会のカラーチ
ラシを入れたり、会員数を維持している」と話し、会場には二世・
三世の姿も多数見られました。
　懇親会では、島唄・フラダンス・漫才・空手演武・手話など多
彩で、大いに盛り上がりました。シマを離れているからこそシマ
への思いがあつく、シマを盛り上げたい気持ちが強いと感じまし
た。「シマをよろしく頼む」という声もたくさん聞こえてきました。

国家または公共に対し功労のある方に対し授与される叙勲に瀬戸内町から２名が受賞し、保芳男さんが旭日
単光章、曻清隆さんが旭日双光賞を受賞しました。
　20 年間町議会議員を務めた保さんは、受賞を受けて「びっくりしました。ありがたいです。健康に留意
しながら、少しでも地域振興に努めたい」と話してくれました。
　また、24 年間町議会議員を務めた曻さんは、受賞を受けて、「受賞できたのは地域の皆さんのおかげです。
感謝したい」と話してくれました。

シマの物産もたくさん売れていました島文化伝承の会による島唄 久永美智子さんによる『加計呂麻慕情』

旭日双光賞を受賞した曻清隆さん

退任が決まった昇会長の挨拶

シマから駆けつけた古谷さんと徳さんによる
フォークソング

旭日単光章を受賞した保芳男さん


